
南スラウェシの
熱帯雨林における
ニッケル鉱山開発の50年:

“森林破壊、貧困、
身に覚えのない罪で不当逮捕・拘束される住民”



ルウの土地における
PTヴァーレインドネシアの
ニッケル探査と進入の歴史

スラウェシ島における鉱業事業許可区域の地図

 1901年 インドネシアのニッケル鉱物資源の探査は、オ
ランダ人研究者 Kruyt が Verbeek山で探査を行ったこ
とに始まる

 1909年 オランダ人地質学者 EC Abendanonが、南東
スラウェシ州コラカ県ポマラ郡でニッケル鉱石を発見

 1934年 Oost Borneo Maatschappij (OBM社)、Bone 

Tole Maatschappijがニッケル鉱石の探査を継続

 1938年 OBM社が150,000トンのニッケル鉱石を海路
で日本に初めて出荷

 1968年 PT インコ（PT. International Nickel Indonesia 

(INCO) カナダ・インコ社の子会社）に対し、鉱業事業契
約（Contract of Work : CoW）を発行。2004年、PTイン
コからPTヴァーレインドネシアに社名変更

 現在、PTヴァーレはスラウェシ全体で118,000ヘクター
ルのニッケル鉱業コンセッションを保有。一方、南スラ
ウェシ州でのPTヴァーレのコンセッションは、70,566ヘク
タールに及ぶ。

 WALHI南スラウェシの調査・モニタリングに基づくと、こ
れまでに南スラウェシ州ソロワコ鉱区で伐採された熱帯
雨林は、 4,449.22 ヘクタールに及ぶ。
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PTヴァーレインドネシアの株主構成

PTヴァーレインドネシア
の外資複合企業の株
主：

 ヴァーレ（ブラジル）
＝親会社

 ヴァーレカナダ
 住友金属鉱山
 ヴァーレジャパン
 住友商事

PTヴァーレインドネシアの鉱業事業許可区域と森林地域の重なりを示す地図
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南スラウェシ州
ソロワコの土地における
PTヴァーレインドネシアの
10の問題

 PTヴァーレインドネシアの現在
のコンセッションは、先住民族
の慣習地であり、コミュニティの
畑である

 住民が情報にアクセスできない

 PTヴァーレインドネシアが先住
民族の権利の促進をしたことは
ない

 PT ヴァーレインドネシアは依
然として汚いエネルギー源であ
る石炭を使用している



 PT ヴァーレインドネシアは、
日本へ、特に住友金属鉱山
の工場へ送られている鉱物
の種類や含有率を公開した
ことがない

 PT ヴァーレインドネシアは、
ニッケル製錬や廃棄物管理
の工程で使用している水質
や大気質に関する処理方法
等を透明性のある形で公開
したことがない

 PT ヴァーレインドネシアは
今日まで、主に漁師として生
計を立ててきたマリリ郡の川
沿い及び沿岸の住民の権利
も無視してきた



 PT ヴァーレインドネシアは、
鉱山周辺地域における紛
争処理や、先住民族と地
域コミュニティの要求への
対応の仕方として、抑圧的
で反対話的な方法を用い
ている

 PT ヴァーレインドネシアは、
コンセッション外の土地
（3.97ヘクタール）で企業
活動を実施している

 PTヴァーレインドネシアは、
マハロナ湖の堆積を無視
し、許容している



2022年3月10日以
降、先住民族の人権
擁護のために闘って
きた3名が東ルウ県
警に拘束されている。
今回、拘束されてい
るのは、ハムルラー
氏（40歳）、レナル
ディー氏（35歳）、ニ
ムロッドゥ・シバンティ
氏（59 歳）の3名。



PTヴァーレインドネシアの鉱山周辺において
先住民族や人権のために闘っていた3名の行動と逮捕までの経緯

2022年1月28日、10の
民族集団が、PTヴァー

レインドネシアに対する
要求を記した書簡を
Mokole（注：郡長に相
当）に提出

2月9日、PTヴァーレイ

ンドネシアが、鉱山周
辺コミュニティの要求と
先住民族を拒否

3月1、2、10日、鉱山周辺

の地域コミュニティと先住
民族が、PTヴァーレイン

ドネシアの敷地周辺のさ
まざまな場所で抗議活動
を実施

3月10日、（抗議していた）住民
の列に突っ込んできたPTトゥル
バ（PTヴァーレインドネシアの

請負業者の一つ）のバスを住
民らは停止させた。しかし、同
日の午後、住民らがまた抗議を
し始めると、（ハムルラー氏、レ
ナルディー氏など）数名が逮捕
され、容疑をかけられた。

3月10日、抗議活動は当初、平
和的だった。しかし、PTヴァー

レインドネシアの警備員が挑発
したため、状況は熱を帯び、制
御不能になっていった。
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PTヴァーレインドネシアと提携している政府及び企業に対する
市民社会組織（CSOs）と鉱山周辺の先住民族コミュニティーの要求

人権と先住民族を擁護し、PTヴァーレインドネシアに対する抗議活動を
行った3名を解放すること

インドネシアでニッケル鉱業ビジネスを行なうにあたり、人権の原則を遵守
し、履行すること

PTヴァーレインドネシアの鉱山周辺の先住民族や女性の生活が持続可能
なものとなるよう、環境・社会の保護のためのシステムを遵守し、履行する
こと

南スラウェシ州東ルウ県の植物相と動物相の生息地として、また同県の先
住民族や女性の生活を主に支えるものとして、南スラウェシ州の熱帯雨林
の生態系を保護すること

製錬所による大気汚染と3つの湖（マタノ、マハロナ、トウティ）の汚染につ
いて、環境監査を実施すること

PTヴァーレインドネシアが奪った先住民族の慣習地とコミュニティの畑を返
却すること

PTヴァーレインドネシアの鉱山周辺で暮らす先住民族と住民の基本的人
権を、特に清潔な水に関する権利を供与すること


